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第 100 号 
平成 25年 2月 20日 

今
年
で
第
２
回
目
の
文
化
体
育
部
主
催

に
よ
る
「
と
ん
ど
焼
き
」
が
小
雪
の
舞
う

１
月
２７
日(

日
曜
日)

、
朝
９
時
か
ら
交
流

セ
ン
タ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。 前

日
ま
で
は
雪
も
な
く
、
役
員
は
午
後

か
ら
集
ま
っ
て
真
ん
中
に
竹
を
立
て
た
り

井
桁
に
木
を
組
ん
で
す
っ
か
り
準
備
は
整

っ
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
朝
に
な
っ

て
み
る
と
夜
の
間
に
降
っ
た
雪
で
約
２０

セ
ン
チ
の
降
雪
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
一
面
真

っ
白
の
銀
世
界
。
朝
か
ら
あ
わ
て
て
除
雪

機
で
雪
か
き
に
追
わ
れ
る
は
め
に
（
汗
）。 

９
時
半
頃
に 

は
注
連
縄
な
ど 

持
っ
た
地
域
の 

人
約
６０
人
が
集 

ま
っ
て
神
事
が 

始
ま
り
ま
し
た
。 

高
く
積
ん
だ 

井
桁
の
上
に
注 

連
縄
な
ど
を
積 

み
上
げ
、
そ
の 

前
に
テ
ン
ト
を 

立
て
、
中
に
祭 

壇
を
設
け
て
千
原
八
幡
宮
の
高
橋
宮
司
に

お
祓
い
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

神
事
の
後
、
た
い
ま
つ
に
火
を
つ
け
て
、

四
方
か
ら
点
火
し
ま
し
た
。
今
年
の
と
ん 

 

ど
焼
き
は
、
事
前
に
準
備
さ
れ
た
乾
燥
し

た
材
木
で
井
桁
を
組
ん
で
お
り
、
昨
年
と

は
違
っ
て
勢
い
よ
く
燃
え
上
が
っ
て
、
今

年
の
無
病
息
災
、
五
穀
豊
穣
を
お
願
い
す

る
最
高
の
と
ん
ど
焼
き
に
な
り
ま
し
た
。 

       

 

途
中
で
真
ん
中
の
青
竹
が
大
き
な
音
で

弾
け
て
み
ん
な
び
っ
く
り
。
こ
の
竹
が
弾

け
る
音
に
は
災
い
を
退
け
、
正
月
に
浮
か

れ
た
人
々
を
現
実
世
界
に
呼
び
戻
す
と
い

う
意
味
も
あ
る
そ
う
で
す
。 

と
ん
ど
焼
き 

の
あ
と
は
、
役 

員
や
女
性
の
方 

々
に
よ
る
ぜ
ん 

ざ
い
が
用
意
さ 

れ
、
和
室
で
子 

供
た
ち
や
お
年 

寄
り
ま
で
み
ん 

な
一
緒
に
お
い 

し
く
い
た
だ
き 

ま
し
た
。 

体の芯から温まりました(＾▽＾) 

今月のトピックス 

☆小雪舞う中 
とんど焼き開催(１面) 

 
☆猿は地域全体で 

追い払おう!!(２面) 
 
☆キーフック作りに 

チャレンジ!!(２面) 
 
☆第１００号 

記念特集!!(３面) 
 
☆第２回連合自治会長会が

開催される(４面) 
 
☆広島市己斐との 

交流について(４面) 
 
☆沢谷の名木・巨木が 
  文化財指定に(５面) 
 
☆沢谷の赤ちゃん(５面) 
 
☆今月の地域おこし協力隊 
  お知らせ・行事(６面) 



 - 2 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

沢谷地域にもとうとうサルの群れがやってきて、昨年秋ごろから石原や湯谷などで柿や柚子、大根

を食べられたという被害報告が上がってきました。 

そうしたことから猿の被害防止について勉強しようと、平成 25 年 1 月 16 日(水)に町が主催した

鳥獣被害研修会（会場：吾郷地域栗原の畑）に、早朝から君谷地域や滝原など被害にあった方々約５

０名と、沢谷地域から熊見、原、石原の各自治会と地域おこし協力隊の 6 名が参加しました。 

会場では、大田市川合町にある農業研究センター鳥獣害研究グループの江口氏の説明で勉強会が始

まり、次のようなお話がありました。 

『冬場の果樹の剪定で、枝を道路などに長く出さないことが大事。柵をしても柵から枝が出ている

と、動物に餌付けをしていると同じで、動物は柵を見つけるとそこにエサがあるということを学習す

る。剪定も思い切って低くして、作業のしやすい脚立を使わないで収穫できるようにしたほうが良い。』 

 そのあと青空サロンに移動して、そこでパイプで低い棚を作って果樹を栽培している様子と、周囲

の果樹を切って柵から出ないようにしている状況を見学しました。そこでは実際の猿の追い払いにつ

いて話を伺いました。 

『猿を追い払うための花火は、中国製で安いものがあり火薬が多くないほうが良い。多いと山の中

に着地してから火が出て、火災になる可能性がある。発射する角度は 45 度くらいで、1 回発射して

追い払ってから、再度追いかけてまた発射するのが良い。 

また隣近所で連携して、みんなで広い範囲で追い払うようにすると効果があり、この地域はエサも

ないし、とにかく怖いところだと教えることが大切で、猿を見つけたら見過ごさないで必ず追い払う

ことが大事だ。 

日暮れ前に猿が騒いでいると必ずその近くで寝て、次の朝に餌を狙って行動する習性があり、猿は

人間同様に夜は目が見えないので、寝静まった頃にライトで照らして一斉に花火を打ち込むとよい。

パニックになって逃げ場を失ってしまい、母猿が子供を置いて逃げるので、子 

と離れ離れになってしまう可能性があるので、猿は寝込みを襲うのが効果的だ。 

猿は加害者でなく、餌付けした人間のほうが加害者。果樹や野菜を残してお 

いた人間が餌付けして餌場を作ったことになる。』と話がありました。 

参加した皆さんは質問などをして有意義な勉強会となりました。 

キキ
ーー
フフ
ッッ
クク
作作
りり
にに
チチ
ャャ
レレ
ンン
ジジ
！！！！ 

１
月
２３
日(

水)

今
回

の
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
は
、

講
師
に
梅
木
麻
矢
子
さ

ん(

千
原)

を
迎
え
、
『
ト

ー
ル
ペ
イ
ン
ト
で
キ
ー

フ
ッ
ク
作
り
』
に
挑
戦
し

ま
し
た
。 

ガ
ス
バ
ー
ナ
ー
で
木

の
表
面
に
焦
げ
目
を
入

れ(

写
真
下)

、
新
聞
紙
で

磨
き
ツ
ヤ
を
出
す
作
業

や
、
ボ
ン
ド
で
木
の
表
面

に
細
か
い
飾
り
を
付
け

た
り
と
、
難
し
い
作
業
も

あ
り
ま
し
た
が
、
最
後
に

は
素
敵
な
キ
ー
フ
ッ
ク

が
出
来
上
が
り
、
皆
さ
ん

満
足
し
て
お
ら
れ
ま
し

た
。 

や
、
ボ
ン
ド
で
細
か
い
飾
り
を
付
け
た
り
と
難
し
い

作
業
も
あ
り
ま
し
た
が
、
素
敵
な
キ
ー
フ
ッ
ク
が
出

来
上
が
り
、
皆
さ
ん
満
足
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆せつぶん会(子育て支援センター)◆ 

ちょっぴり早い豆まき会が１月２２日

(火）開催されました。鬼は～外、福は～内

…鬼を見て泣き出してしまう子も(泣)。でも

最後はみんなで仲良く写真撮影！カシャッ 

ハイ、ちーず！ 
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平成１６年１１月１９日に第１号沢谷

公民館だよりが発行されてから、皆様のご

協力のお陰で今月号で第１００号を発行

することが出来ました。ありがとうござい

ました。 

これを記念して、交流センターで勤務さ

れていた職員の方々に、勤務されていた頃

をちょっと思い出してもらい（だより作成

での思い出など）コメントを頂きました。 

沢谷公民館だより１００号発

刊、おめでとうございます。 

私は、平成１８～１９年の２年

間勤務しておりました。その間地

域の皆様には、大変お世話になり

ありがとうございました。 

公民館合宿で小学生高学年を対

象とした「古きよき昔の遊び」を地域の方と一緒に

実施ができたことや敬老会での寸劇、チャリティー

への参加など、なつかしく、よい経験をさせてもら

いました。特に当時の木村稔所長様には感謝をして

います。 

また、当時沢谷地域連合自治会では、沢谷地域元

気な集落づくり事業の取組が真っ最中で、名所・史

跡の案内板、酒谷口番所、境木、沢谷中央市場の設

置や桜、モミジ植栽など整備が進められていて、こ

れらの地域資源を活用し地域の皆さんがいきいき

と活動されていることすばらしいと思っていまし

た。これからも益々地域の皆さんが元気で、お互い

を支え合って暮らしやすい地域づくりに参画して

いただけたらと思います。 

沢谷公民館だより「第１００号」おめでとうございます。

公民館職員として勤務となり、第１号の「公民館だより」

を発行することになりましたが、何から手を付けていいか

わからず、訪れた人から情報をもらい、 

カメラを持って地域を取材することに 

なりました。今まで知らなかった住民 

の方の活動など知ることができ、１年 

半の期間でしたが、地域の方々の協力 

で楽しく取材ができ感謝しています。 

 これからも沢谷地域の情報誌として 

かんばってください。 

 

添谷 正夫 

大畠 修二 

公民館だより１００号突破おめでと

うございます。たより作成の思い出は、

なんといっても取材です。写真の腕が

イマイチな私は、皆様に声を掛けて頂

き随分と背中を押してもらいました。 

取材中にカメラが水没したり（人為災 

害）、参加していたら写真を撮り忘れ

たりと青ざめる場面も。〆切前には、所長と原稿を

睨めっこしながらも発行できたのは、皆様のおかげ

です。１００号は皆様あってのこと、これからも沢

谷地域が元気でありますように！ 

『沢谷公民館だより』第１００号目の発行

おめでとうございます。 

早いものですね。私は平成１７年４月から

平成２１年３月までの４年間、沢谷交流セン

タに勤務させて頂きました。交流センターへ

の出勤初日、上川戸の信号機を曲がってＪＲ

沢谷駅付近まで車を走らせた時、目の前の素

晴らしい桜街道が広がり、元気がわいてきた

ことを今でも覚えています。地域の皆さんの

温かいご支援や素晴らしいスタッフに助け

られ、充実した４年間を過ごさせて頂きまし

た。 

これからも、沢谷交流センタ 

ーが地域の核として、住民の皆 

さんのオアシスとなることを期 

待しています。地域が元気であ 

ってこそ、町の活性化はあると 

思います。 

沢谷公民館だより１００号記

念発行おめでとうございます。 

地域の情報満載の公民館だよ

り、当初は白黒の公民館だより

でスタートしました。 

たくさんの配布の中で目立

にくかった公民館だより、せっかく綺麗に咲い

た花なのに地域の皆さんに見て戴きたい情報、

やっとの思いで色刷りの公民館だよりになり

改めて地域の皆さんと一緒に協働の町づくり

が再スタートすることが出来たような気が致

しました。 

地域の皆さんからお寄せいただきます情報

に感謝申し上げるとともに更なる地域の活性

化に寄与できる公民館だよりをご期待申し上

げます。 

櫻井 志保
正夫 

木村 稔 

花田 昇吾 
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第第
２２
回回
連連
合合
自自
治治
会会
長長
会会
がが
開開
催催
ささ
れれ
るる 

 

１
月
２３
日(

水)

午
後
１
時
３０
分
か
ら
、
今
年
度
第

２
回
目
の
連
合
自
治
会
長
会
が
開
発
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

会
議
で
は
最
初
に
景
山
町
長
の
挨
拶
で
始
ま
り
、

そ
の
あ
と
資
料
を
基
に
各
課
長
か
ら
伝
達
事
項
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
会
議
は
毎
年
２
回
程
度
、

各
連
合
自
治
会
長
を
集
め
て
開
催
さ
れ
、
町
か
ら
そ

の
年
の
主
な
事
業
や
制
度
の
改
正
、
住
民
へ
の
周
知

事
項
な
ど
説
明
さ
れ
る
も
の
で
す
。
沢
谷
地
域
で
は

そ
の
あ
と
に
地
域
担
当
職
員
と
各
自
治
会
長
が
集
ま

っ
て
詳
し
く
説
明
し
て
、
各
自
治
会
に
帰
っ
て
常
会

な
ど
で
各
世
帯
へ
周
知
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。 

 

今
回
の
会
議
で
は
、
総
務
課
か
ら
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯

の
助
成
要
望
の
と
り
ま
と
め
や
防
災
士
の
育
成
に
つ

い
て
説
明
が
あ
り
、
企
画
課
か
ら
は
Ｉ
Ｐ
告
知
端
末

を
使
っ
て
各
自
治
会
か
ら
も
放
送
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
、
現
在
の
防
災
無
線
が
デ
ジ
タ
ル
化
さ

れ
る
こ
と
に
伴
い
各
世
帯
の
子
機
が
来
年
度
初
め
か

ら
順
次
更
新
さ
れ
る
こ
と
な
ど
が
説
明
さ
れ
ま
し

た
。
ほ
か
の
課
か
ら
の
説
明
事
項
は
、
２
月
８
日
開

催
し
た
自
治
会
長
会
で
説
明
を
行
い
ま
し
た
。 

 

会
議
の
冒
頭
に
は
品
川
議
会
議
長
か
ら
三
江
線
に

つ
い
て
バ
ス
に
よ
る
増
便
の
実
験
も
あ
っ
た
が
、
依

然
低
い
利
用
率
で
あ
り
、
Ｊ
Ｒ
米
子
支
社
へ
要
望
な

ど
行
っ
た
と
い
う
経
過
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
廃

止
に
向
け
て
の
前
段
で
は
な
い
と
い
う
話
は
あ
っ
た

も
の
の
、
１
０
０
％
安
心
は
で
き
な
い
の
で
住
民
あ 

げ
て
の
利
用
促
進
が
必
要 

と
話
さ
れ
ま
し
た
。 

 

最
後
に
意
見
交
換
が
あ 

り
、
各
連
合
自
治
会
長
か 

ら
説
明
内
容
や
行
政
全
般 

に
つ
い
て
の
質
問
や
意
見
が
あ
り
、
当
日
の
会
議
は

終
了
し
ま
し
た
。 

広広
島島
市市
己己
斐斐
とと
のの
交交
流流
にに
つつ
いい
てて 

昨
年
秋
に
開
催
さ
れ
た
広
島
市
西
区
己
斐
公
民
館

祭
り
に
、
沢
谷
地
域
か
ら
農
産
物
を
出
品
し
好
評
を

受
け
た
こ
と
は
公
民
館
便
り
１１
月
号
で
紹
介
し
た

と
お
り
で
す
。 

己
斐
地
区
は
広
島
市
西
区
の
西
広
島
駅
周
辺
に
あ

り
、
美
郷
町
と
は
２５
年
前
か
ら
子
供
交
流
や
イ
ベ
ン

ト
交
流
を
行
っ
て
お
り
、
産
業
祭
鴨
山
駕
籠
か
き
大

会
に
も
毎
年
参
加
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。 

こ
の
己
斐
地
区
と
も
っ
と
交
流
を
深
め
て
沢
谷
地

区
も
元
気
を
出
そ
う
と
、
今
年
の
夏
に
は
己
斐
の
子

供
た
ち
を
沢
谷
で
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
さ
せ
よ
う
と
い
う

計
画
が
持
ち
上
が
り
ま
し
た
。
以
前
に
は
夏
に
交
流

セ
ン
タ
ー
で
そ
ば
打
ち
体
験
な
ど
行
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
ま
た
２５
年
前
に
は
沢
谷
の
各
家
庭
で
ホ
ー
ム
ス

テ
ィ
を
し
た
経
験
も
あ
り
ま
す
。
高
齢
者
の
二
人
世

帯
や
独
居
家
庭
が
増
え
る
中
、
子
供
た
ち
の
ホ
ー
ム

ス
テ
ィ
を
通
じ
て
新
し
い
出
会
い
や
交
流
が
始
ま
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。 

先
般
役
員
が
己
斐
地
区
を
訪
問
し
て
今
後
の
交
流 

沢谷公民館だよりの発行が、今回１００ 

号と聞き、公民館に勤務し少しでも発行に 

携った者には、大変嬉しいことです。 

私が勤務した平成２２年４月は、６６号 

から翌年の３月の７７号の発行でした。振 

り返ってみますと、公民館職員が２人とも 

異動で入れ替わったこともあり、また当初 

この仕事が慣れていない事もあり、何を載せて良いのかと思

い悩んだことです。でもおかげさまで沢谷地域の皆さん活発

な活動により、またご親切にその都度声を掛けていただき、

多くの取材に協力していただきました。おかげで期日に遅れ

ることなく発行ができ安堵と感謝の勤務でした。 

今は毎月の公民館だよりの発行を楽しみにしております。 

沢谷公民館が毎月発行している公

民館だよりがとうとう１００号にな

りました。平成２３年４月からは、

連合自治会だよりと一緒になって内

容も盛りだくさんになりました。 

 １００号続いたのも、今までの公

民館職員の皆様の頑張りがあったか

らこそと感謝しております。今後も

地域の皆様から『読んで面白かった

でー。』と言われるような広報誌を目

指して頑張っていきたいと思ってい

ますのでよろしくお願いします。 

 沢谷交流センター所長 田邊 積 

高橋 智惠 
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◆名前の由来◆ 

優しい子に育って欲しいという思い

から、この名前にされたそうです。 

 
＝休館のお知らせ＝ 

 ２月２７日(水)は、チャレンジ教室のため、交流センターを

午前中休館いたします。ご迷惑をおかけしますが、よろしくお

願いします。 

 

＝映画上映会のお知らせ＝ 

３月９日(土)１３時より、沢谷公民館多目的室において AGO 

HELMANA(ｱｺﾞｳｴﾙﾏﾅ)主催による『福島 六ヶ所 未来への伝

言』が上映されます。大人 1,000 円・大学生 800 円・高校生

以下無料で、当上映会における収益は、映画会社への規定料金

を差し引いた全額と、会場に設置する募金箱の全額を被災者の

方々のために活動団体へ寄付されます。 

皆様のご来場を心よりお待ちしております。 

地
域
の
人
口
減
少
が
進

み
、
荒
廃
地
が
増
え
る
現
状

で
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
や

Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
、
町
外
と
の

交
流
な
ど
幅
広
く
連
携
の

手
を
つ
な
ぎ
な
が
ら
、
地
域

づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

計
画
に
つ
い
て
話
を
し
て
き
ま
し
た
。
沢
谷
地
域
の

思
い
を
お
話
し
し
て
こ
れ
か
ら
の
子
供
交
流
や
イ
ベ

ン
ト
交
流
、
農
村
体
験
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
方
面
で
連

携
で
き
な
い
か
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。 

地
域
の
人
口
減
少
が
進
み
、
荒
廃
地
が
増
え
る
現

状
の
な
か
で
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
や
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー

ン
、
町
外
と
の
交
流
な
ど
幅
広
く
連
携
の
手
を
つ
な

ぎ
な
が
ら
、
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。 

沢沢
谷谷
のの
名名
木木
・・
巨巨
木木
がが
文文
化化
財財
指指
定定
にに 

 

沢
谷
地
域
に
は
「
お
お
ち
伝
承
館
の
前
川
桜
」
や

「
旧
沢
谷
小
学
校
の
イ
ロ
ハ
モ
ミ
ジ
」「
円
立
寺
の
ス

ダ
ジ
イ
」
な
ど
巨
木
が
あ
り
、
地
域
の
人
々
か
ら
長

く
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。 

 

近
年
、
花
の
谷
に
あ
る
樹
齢
５
０
０
年
の
「
エ
ド

ヒ
ガ
ン
ザ
ク
ラ
」
が
発
見
さ
れ
、
ま
た
酒
谷
に
は
同

じ
く
樹
齢
５
０
０
年
の
「
カ
ツ
ラ
」
の
木
も
あ
り
、

県
の
樹
医
や
文
化
財
審
議
会
委
員
の
方
々
に
よ
り

『
県
内
で
も
有
数
の
巨
木
で
あ
る
。』
と
評
価
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。 

 

こ
う
し
た
名
木
・
巨
木
を
大
切
に
守
り
、
地
域
住

民
の
誇
り
と
な
る
景
観
資
源
と
し
、
地
域
づ
く
り
に

活
用
し
よ
う
と
昨
年
か
ら
連
合
自
治
会
で
も
動
き
を

始
め
て
い
ま
す
。 

 

ま
ず
県
の
指
定
文
化
財
『
天
然
記
念
物
』
に
指
定

し
て
も
ら
お
う
と
、
平
成
２３
年
８
月
に
県
の
教
育
委

員
会
へ
「
イ
ロ
ハ
モ
ミ
ジ
」
と
「
エ
ド
ヒ
ガ
ン
ザ
ク

ラ
」「
カ
ツ
ラ
」
の
３
本
に
つ
い
て
情
報
提
供
を
し
、

ま
た
平
成
２４
年
６
月
に
は
町
の
教
育
委
員
会
に
も

同
じ
く
情
報
提
供
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。 

 

県
で
は
県
内
の
状
況
を
見
な
が
ら
と
い
う
こ
と
で

若
干
の
時
間
が
か
か
っ
て
い
ま
す
が
、
町
で
は
１
月

に
文
化
財
保
護
審
議
会
が
開
催
さ
れ
、
２
月
４
日
の

教
育
委
員
会
に
お
い
て
「
花
の
谷
の
エ
ド
ヒ
ガ
ン
ザ

ク
ラ
」
と
「
酒
谷
の
カ
ツ
ラ
」「
旧
沢
谷
小
学
校
の
イ

ロ
ハ
モ
ミ
ジ
」
に
加
え
て
「
お
お
ち
伝
承
館
の
前
川

桜
」
が
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。 

 

連
合
自
治
会
で
は
こ
れ
を
受
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
木

に
説
明
看
板
を
設
置
す
る
予
定
で
、
桜
が
咲
き
誇
る

時
期
に
は
訪
れ
る
方
々
の
目
に
留
ま
る
予
定
で
す
。 

 

ま
た
酒
谷
八
幡
宮
の
銀
杏
の
木
や
坂
根
に
あ
る

桜
、
熊
見
の
枝
垂
桜
な
ど
名
木
は
ま
だ
ま
だ
た
く
さ

ん
あ
り
、
順
次
紹
介
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

昨
年
秋
に
は
町
の
『
誇
り
の
持
て
る
ふ
る
さ
と
づ

く
り
事
業
』
の
採
択
を
受
け
、
今
春
に
か
け
て
花
の

谷
の
エ
ド
ヒ
ガ
ン
ザ
ク
ラ
へ
の
散
策
路
を
整
備
し
た

り
、
酒
谷
の
カ
ツ
ラ
へ
降
り
る
階
段
を
整
備
す
る
こ

と
に
し
て
お
り
、
銀
山
街
道
と
と
も
に
新
た
な
観
光

資
源
が
誕
生
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
巨
木
に
出
会

う
ツ
ア
ー
な
ど
開
催
し
な
が
ら
、
桜
街
道
や
シ
ャ
ク

ナ
ゲ
公
園
な
ど
と
と
も
に
、
た
く
さ
ん
の
方
々
に
沢

谷
の
自
然
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。 

 



 - 6 - 

〒699-4712 美郷町九日市 118 番地 沢谷公民館発行 TEL：75-1920 FAX：76-0022 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○デマンドバスの運行予定日（2/21～3/20） 

 運 行 日 

２月 22 日(金) 26 日(火) 

３月 1日(金) 5日(火) 8日(金) 12日(火) 15日(金) 19日(火) 

予約の際には、名前・住所・何名・どこからどこまで乗るかお伝えください。 

予約のお電話は駅ゝタクシー（℡：７５－１２３４）又は沢谷交流センター（℡：７５－１９２０） 

○行事予定（2/21～3/20） 

 

＜地産地消の仕事人と学ぶ・現地検討会＞島根会場 

 1 月 17 日～1 月 18 日には「地産地消の仕事人と学ぶ・現地検討会」に参加しました。1 日目には、

JA 雲南の産直活動、木次乳業の 6 次産業化へ向けた取り組み、株式会社産直新聞の事例など座学で事

例発表がありました。2 日目は現地学習で松江市、雲南市の直売所を回り、現地学習を行いました。

この研修には県内、県外から地産地消に関わる著名人、大学の教授、市役所の方、道の駅に携わる方

などたくさんの方が参加されていました。 

 1 番興味を持ったのは、「食の杜」での日登の郷の方が作るランチでした。バイキング形式になって

おり、地元の方が地元の食材を利用し、さくらご飯、煮しめ、室山あえ、おからサラダなどさまざま

な地元の味の料理を提供してくれます。味が抜群においし 

くて、都会のチェーン店や都市部ではなかなか味わえない 

と感動しました。 

 昔からこっちに住む方々は、全く新鮮味のない普通にや 

っているまたは思えることでも、それに少し手を加えたり、 

田舎ならではのこだわりを持つことで新しい価値が生まれ、 

地域にお金が落ちる仕組みを構築しているのだろうとこの 

研修で学びました。 

 

行 事 日 時 場 所 

申告相談 2/25(月) 2/26(火) 8:30～17:00 多目的室・和室 

フィットネスフラ 2/2６(火) 20:00～ 多目的室 

チャレンジ教室 2/27(水) 後日連絡 交流ｾﾝﾀｰ集合 

第３回策定委員会 2/27(水) 19:30～ 多目的室 

ウォーキング教室 2/28(木) 10:00～ 現地集合 

ヨガ教室 2/28(木) 19:30～ ※3 月が最後となります 和室 

青パト一斉行動 3/1(金) 18:00～ 交流ｾﾝﾀｰ広場集合 

映画上映会 3/9(土) 12:00 会場 13:00 上映開始 多目的室 

 

冬のイロハモミジ 


